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千葉キャンペーン2024で⽬指すこと

①（これまでの直感と反する）⾯⽩い現象を
捉えたい！その時に何が起こっている？

②2024年の⽔蒸気量は平年と⽐べてどんな
傾向があるか定量的に評価したい！

③MAX-DOASとAMeDAS・MSMなどは
どんな時に⼀致しなくなるか知りたい！



12/3の時系列はどうだった？



不均⼀性が⼤きい時系列に⾒慣れていた分、安⼼感がすごい

2018年9⽉8⽇の時系列 2024年12⽉3⽇の時系列



これまでの直感に近い結果
南＆東で⾼く、

北と⻄で低くなる傾向

12/3の時系列の考察



②平年⽐で2024年のトレンドをどう定量化するか？のヒント

地球表層観測学
(T1-2�⽉3限,樋⼝先⽣担当回)にて...

気温偏差の式と同様の解析を⽔蒸気量でも⾏えないか？
これを⾏うことで、その季節の中での特異性を定量化できるのでは？



⽔蒸気偏差の式

気温偏差の式の⽔蒸気バージョンをやってみよう！

⽇⽔蒸気偏差 ⽇平均⽔蒸気 ⽇別平年値



⽇別平年値と2024年の観測値の⽐較

12/3の⽇平均:0.65%v
平年よりも0.07%v

低かった！



⽔蒸気偏差の式との対応

⽔蒸気偏差の式

-0.07%v 0.65%v 0.72%v

-0.07%v



明⽇以降やりたいこと
昨年実施したAMeDASとMAX-DOASの精度検証の再検討

AMeDASは地上の⽔蒸気量
⾼度0‒1�kmのMAX-DOASより
も⽔蒸気量は多いはずでは？？

変換式に誤りはないか？


